
Ⅰ　施設の管理概要

指定管理者名

指定期間

設置目的

施設区分

指定管理料

Ⅱ　管理運営の評価
  １　管理業務の水準の評価

  ２　管理業務実施状況
　  ①　施設維持管理業務実績

作業項目

（日常）

（定期）

（定期）

電気設備
（月次）

電気設備
（年次）

消防設備

建築設備及び防
火設備点検

建築物及び建築
設備法定点検

外観点検、電圧・電流・漏電測量点検

接地抵抗測定、保護継電気試験、絶縁抵抗測定
等

消防設備の総合点検、外観・機能点検

建築設備及び防火設備点検、図面整備

建築物を点検するための図面整備、点検保守・点検

12回/年

1回/年

実　施　日 内　　容

309日/365日 共用部分の日常清掃

清　　掃 年4回

年1回

床ワックス掛け等

高所ガラス清掃

観覧者含む（4,101人）

書道教室開催回数 20回 20回

武道教室開催回数

武道教室参加者数

148回

4,147人

81回

施設概要

管理業務の水準を表す指標 目　標　値 実　績　値 備　　考

熊本武道館　指定管理者　令和６年度（2024年度）　管理運営評価票

所管部課：熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課

公益財団法人熊本県武道振興会

令和３年４月１日～令和８年３月３１日

　武道の振興・普及を図るとともに県民の心身の健全な発達に
寄与するために設置されたもので、一般武道愛好者の利用はも
とより、各種競技大会、昇段試験、講習会等に利用。

剣道場、柔道場、小道場、会議室

３１，６７０，０００円（令和６年度）（利用料金制）

利用料金収入

利用者数 44,596人 42,182人

4,728,420円 4,492,880円

148回

2,177人

81回

※教室開催は次のとおり。
（柔道63回、空手道148回、剣
道146回、なぎなた146回）
※柔道教室：受講生減少のた
め休講となる。

なぎなた女性教室開催回数

2回/年

1回/年

1回/3年

【点検・調査結果及び評価】
　利用者数、利用料金収入ともに、目標値を下回っている。
　空調設備がないため夏期の利用が減少したことが原因と考えられる。
　夏期の利用者獲得のための工夫や夏期以外での更なる利用者獲得のための取組みに期待する。



開放燃焼式ガス
瞬間湯沸器保守

点検

簡易専用水道

簡易専用水道

簡易専用水道

簡易専用水道

自動ドア設備

保安・警備

施設維持管理 植栽等維持

　　②　運営事業実績
〔主な事業・イベント〕

18歳以上の女性を対象とし、なぎなた
の礼法及び基礎から熟練度に応じて実
技指導を行った。

　熊本の武道の歴史を学ぶ講演会を開
催した。（古武道）

　県内の日本拳法指導者及び錬成者を
対象とし、指導法・実技の講習を開催
した。また、YouTube動画配信サービス
によるライブ配信し、当日の視聴回数
は50回数となる。

　県内の杖道有段者を対象とし、形、
実技の講習を開催した。

　県内の少林寺拳法指導者及び錬成者
を対象とし、基本動作、形、指導法及
び救急処置法の講習会を開催した。

　県内の主要武道10団体による各武道
の代表的な形の模範演武を開催した。

　武道愛好者による稽古会（柔道・剣
道・空手道・なぎなた）を開催した。

41人

35人

幼少年武道１日体験教室

11月17日

12月15日

11月9日 250人

延　4,636人

延　234人

杖道伝達講習会（共催事業）

少林寺拳法研修会（共催事業）

熊本県武道祭

武道稽古会

なぎなた女性教室

少年武道教室

受水槽清掃

水質検査

受水槽・給水管点検、水質検査

残留塩素測定

熊本の武道史講演会～戦後から
令和へ～
（共催事業）

熊本県日本拳法講習会
（共催事業）

7人

6月29日・30日 70人
　県内の弓道指導者及び錬成者対象と
し、基本動作、指導法、実技及び救急
処置法（AED）の講習を開催した。

開放燃焼式瞬間湯沸器点検

10月14日 17人

　熊本県の県民スポーツの日「ふれあ
いスポーツ」との共催事業として幼児
年長から小学生までを対象に武道の初
歩的動作の体験教室を開催した。（柔
道、剣道、空手道）

柔道＝63回
空手道＝148回

剣道＝146回
なぎなた＝146回

延　2,177人
　小学生・中学生を対象とし、柔道、
剣道、空手道、なぎなたの教室を開催
した。

192回

毎週火曜・金曜
81回

（弓道指導者研
修会時70人）

（少林寺拳法研
修会時35人）

80人

6月30日
（弓道指導者研修会）

12月15日
（少林寺拳法研修会）

9月16日

10月13日

4回/年

【点検・調査結果及び評価】
　館内の清掃も行き届いており、事業計画に基づき適正に管理されている。

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内　　容

剪定・除草・消毒作業・除草剤散布

3回/年

毎日

コントローラー・電気・センサー・懸架部等点
検

職員による毎日4回の巡回（休館日を除く）、機
械警備、夜間巡回等

熊本県（八代市）地域社会弓道研修会
（共催事業）

救急処置法（AED）・医科学講習会
（共済事業）

　県内の弓道指導者、少林寺拳法指導
者及び錬成者を対象とし、心肺蘇生法
（ダミー使用）、AED操作方法（AED・
ダミー使用）の講習を開催した。

保守・点検

1回/年

４～５回/月

1回/年

1回/年

3回/年



　３　利用状況

利用可能日数

利用可能日数

　４　管理経費の収支状況
①　収　入

収入未済額

うち利用料金収入分

956,880

255,160

205,490

164,850

64,620

36,520

自動販売機収入

その他

利用料金収入

雑収入等

宿泊室

放送設備

柔道場

第1小道場

会議室

309
139
45.0%
2,413

指定管理料

114
37.4%

自主事業収入

2,060

82.0%
83.1%
85.4%

会議室

利用可能日数
利用日数
利用率
利用者数

利用可能日数

98.7%305

書道教室

柔道場

305

剣道場

305

【点検・調査結果及び評価】
　様々な種目の武道の普及・振興を図っており、評価できる。
  柔道教室が年度途中で休講となっており、今後、参加者増の取り組みに期待する。

施設名
年計

4,492,880

910,186

合　　計 38,407,529

0

施設管理委託料 31,670,000

少年武道教室等受講料 1,112,330

自動販売機収入 222,133

【点検・調査結果及び評価】
　空調設備がないため夏期の利用が減少している。夏期の利用者増のための工夫や夏期以外での
更なる利用者獲得のための取組みに期待する。

項目 内　　　　訳 金額(円）

剣道場 781,550

個人利用料 2,027,810

第2小道場

94.2% 100.6%
利用者数 6,213 5,677 109.4%

小道室

305 309 98.7%
利用日数 289 291 99.3%
利用率 94.8%

99.4% 99.0%
利用者数 16,639 15,464 107.6%
利用率 98.4%

309 98.7%
利用日数 300 307 97.7%

99.4% 99.0%
利用者数 13,203 13,955 94.6%
利用率 98.4%

309 98.7%
利用日数 300 307 97.7%

年計 前年度計 前年度比
開館日数 305 309 98.7%

5月18日～3月15日
（全20回） 延　126人

　小学生から高校生を対象に、正しい
運筆、文字の組立、止め・はね・払い
の筆使い、字形の整え方、清書等の指
導を行う教室を開催した。その成果を
発揮する機会として日本武道館書き初
め展等に作品を出展している。



②　支　出

項　目

人件費

光熱水費

施設管理費

修繕費

事務費

自主事業費

その他の経費

合計

　５　利用者調査結果
調査年月日
調査方法
調査対象数

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％

清掃状況 17 17 37 37 35 35 11 11 0 0 0 0
施設景観 20 20 33 33 45 45 2 2 0 0 0 0
安全対策・防犯状況 15 15 29 29 42 42 13 13 1 1 0 0
案内表示 16 16 27 27 41 41 13 13 3 3 0 0
サービス全般 26 26 34 34 39 39 1 1 0 0 0 0
接客対応 47 47 27 27 19 19 0 0 0 0 7 7
駐車場の使いやすさ 8 8 8 8 42 42 33 33 9 9 0 0

　６　意見・苦情等の対応

　７　昨年度の評価で、改善を指摘した事項に対する対応

　８　その他

422,883

令和6年10月2日～11月3日
意見箱の常設によるアンケート調査
100人

〈利用条件で改善してほしい点〉
　利用料金（８）、予約受付方法（９）、閉館日（７）、開館・閉館時刻
（６）、
　駐車場（３７）、特になし・未回答（３４）
〈施設・設備等で改善してほしい点〉
　自動販売機・売店（３１）、休憩スペース（４）、シャワー室・更衣室の
状態（１８）、
　トイレ（３９）、その他（２９）、特になし・未回答（１９）

なし

わからない

【点検・調査結果及び評価】
　猛暑による夏期の利用者数減により収入減となったが、夜間や休館日の待機電力抑制による光
熱費の削減や事務費の削減、適正な管理による修繕費の削減を行い、収支の改善を図った。

調査実施内容

調査結果

委託料支出、保険料支出、租税公課支出

　特になし

利用者からの意見等

利用者からの意見・苦情等 改　善　状　況

【調査結果及び評価】
　特になし

指　摘　事　項 改善内容・結果

なし

【調査結果及び評価】
　全体的に「普通」以上の結果となっており、概ね評価できる。
　駐車場の不足等の課題について、公共交通機関利用の啓発や当日の車両整理などの取組みを
行っている。今後も利用者のためのより良い取組を期待したい。

調査分野
回　　答　　内　　容

とてもよい よ　い 普　通 あまりよくない 悪　い

諸謝金支出 2,374,200

雑支出等 154,900

37,801,660

内　　　　訳 金額(円）

職員等給料手当支出、福利厚生費支出、退職共済掛金支出等 26,068,477

旅費交通費、会議費、消耗品費等 1,165,079

1,654,449

5,961,672


